




東洋食品研究所　高碕記念博物館(仮称)　開発構想届　変更リスト

変更番号 項目
1 建物形状変更
2 開発事業区域の範囲変更（前願の確認申請範囲）
3 擁壁形状変更
4 計画建物、擁壁の変更に伴う切土盛土範囲の変更
5 擁壁工事中止　既存残地
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高碕記念館
（既存）
予約制見学

高碕記念館
（既存）
予約制見学

■高碕記念館の運用
・記念館内部の見学は事前予約制　  
　 担当者が内部のガイドを行う
・庭園は常時公開　自由に見学が可能
・一般利用者は緑のルートで見学可能
【高碕記念館公開について】
・休館日　月曜日※祝日の場合は開館して翌日休み
　　（約２３８日 /年、開館）
　・庭園；１０:００～１６:００
　・建物内（要予約）:1 日 3回

■雲雀丘住宅
・南東の道路のエントランスからアプローチ
・青の動線のように敷地内の出入りが可能
・博物館と雲雀丘住宅の間は一般利用者が通らないよう
　フェンスやチェーンでセキュリティをわけている。
・駐車場、駐輪場の設置なし

■高碕記念館の運用
・記念館の公開方法と見学ルートの運用は現状から
　変更なし（見学は事前予約制、庭園は常時公開）
・駐車場、駐輪場の設置なし
　来館者者は駅から徒歩またはタクシー利用のみ

■博物館の運用
・既存の雲雀丘住宅を解体し、博物館を新設する
・駐車場、駐輪場の設置なし
・地域に公開している庭園へ抜ける動線 2か所を計画
・博物館は展示だけでなく地域のイベント利用も想定
・駐車場、駐輪場なし、搬入用車寄せスペースのみ計画
　→来館者は徒歩またはタクシー利用のみ
・博物館開館日時（想定）
　休館日　月曜日※祝日の場合は開館して翌日休み
　　（約２３８日程度 /年、開館）
　→高碕記念館と同様の開館を予定のため来館者の
　　急激な増加はなし。インフラへの負荷はなし
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博物館
（新築）
展示室 . 事務室
収蔵庫 . トイレ

出入口
既存門扉

出入口出入口

出入口
既存門扉

設備スペース

地下出入口
博物館への
移動円滑化経路

1階入り口への
アプローチ

2階
出入口

1階
出入口

屋外通路

公開庭園
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公開庭園
常時無料公開

庭園下
既存駐車場

公開庭園
常時無料公開

出入口
既存門扉

出入口
既存門扉

：景観重要建造物指定区域 ：簡易な境界（斜面、生垣、など）

凡例

：博物館見学ルート
：高碕記念館見学ルート
：事業者用ルート

：開発事業区域  確認申請範囲 

：開発事業区域  保全対象区域
(宝塚市景観重要建造物指定区域の保全対象エリア )

：施錠つき門扉

現況配置図 計画配置図

フェンス扉あり

トイレ
利用あり 目隠し壁

チェーンで境界

高碕記念博物館　開発事業区域について　2026.01.29　/　全体配置図と運用

エントランス

身体が不自由な方来館の
際、相談があった場合、玄
関近くの駐車場を使っても
らう配慮をしている
（障碍者差別解消法に則り）

現状からの運用変更なし。
身体が不自由な方来館の
際、相談があった場合利用
可とする。
（障碍者差別解消法に則り）

庭園下
既存駐車場

保全対象区域
( 宝塚市景観重要建造物指定区域

の保全対象エリア )

→博物館建設後、交通量は変わらないため、インフラへの負荷はなし

確認申請範囲

車寄せ
スペー

ス
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